
函館東商工会 経営発達支援事業評価委員会議事録 

  

 

１：開催日時 平成３０年６月２９日(金)  午前１０時００分 

 

２．開催場所 函館東商工会 本所会議室 

 

３．出席者数 ９名（内事務局４名）  

（外部有識者）   

吉村 順幸 氏（函館市戸井支所 産業建設課長） 

小林 竜司 氏（函館市恵山支所産 業建設課長） 

木戸 幸治 氏（函館市椴法華支所 産業建設課長） 

西村 雅人 氏（函館市南茅部支所 産業建設課長） 

（アドバイザー） 

    舞草 裕一 氏（北海道商工会連合会 道南支所長） 

（函館東商工会） 

木村 周治（函館東商工会 事務局長） 

遠藤 一也（函館東商工会 経営指導員） 

伊瀬 泰行（函館東商工会 経営指導員） 

石田 成樹（函館東商工会 補助員） 

 

４．欠席者数 ２名 

 

議事の経過と結果 

 

定刻１０時００分、事務局は開会を宣した。続いて中市商工会長より開会の挨拶が述べられた後、

事務局は本日の出席者をそれぞれ紹介しお礼を述べた。（中市商工会長においては公務のためこ

こで退席）その後、事務局の進行で議事に入った。 

 

第１号議案 平成２９年度経営発達支援事業の実施報告及び事業評価と見直しについて 

はじめに事務局は、「Ⅰ－１．地域の経済動向調査に関すること」について、評価のポイントと

平成２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＢとしたが、外部有識者による

評価及び意見を求めた。 

―小規模事業者への情報提供の仕方はどうしているか 

「税務申告など巡回訪問した際に業種別に使えそうな情報を抜粋し提供することで戦略立案

等に活用していただいている。」 

―補助金や融資の申請につながったとあるが、どういうものか 

 「新函館北斗駅からレンタカーを利用する観光客が３割程度いることが調査の結果分かった

ので、そこをターゲットとして持続化補助金を活用し看板やチラシを作ったり、日本公庫の



マル経融資を活用して資金需要に対応した。」 

 ―その他意見もなく、評価については、Ｂで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅰ－２．経営状況の分析に関すること」について、評価のポイントと平成

２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＣとしたが、外部有識者による評価

及び意見を求めた。 

―特に意見もなく、評価についてはＣで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅰ－３．事業計画策定支援に関すること」について、評価のポイントと平

成２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＣとしたが、外部有識者による評

価及び意見を求めた。 

―特に意見もなく、評価についてはＣで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅰ－４．事業計画策定後の実施支援に関すること」について、評価のポイ

ントと平成２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＣとしたが、外部有識者

による評価及び意見を求めた。 

―フォローアップ件数が少なかったのは事業計画を策定した小規模事業者が少なかったためと

いうことであるが、事業計画の大切さを訴えるためのセミナーや相談会をせっかく開催して

いるのに参加者が少ないのも問題なのではないか。 

「その通りであり今後の課題である。小規模事業者が参加しやすい時間帯など考慮してセミ

ナーを開催し参加者数を増やしていきたい。」 

―評価については、Ｃで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅰ－５．需要動向調査に関すること」について、評価のポイントと平成２

９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＣとしたが、外部有識者による評価及

び意見を求めた。 

―イベントによる経済効果調査のなかで地域イベント３回とあるが、どのイベントで調査する

予定だったか。 

「当地域で毎年他団体が開催している“ひろめ舟祭り”、“恵山つつじ祭り”、“とことん

浜味まつり”、“恵山ごっこ祭り”の中での３回を予定していたが、中止になったイベント

があったり、当会の都合もあわず実施できなかった。」 

 ―イベントによる経済効果調査のなかで当会イベント１回とあるが、商工会では毎年２回開催

していなかったか。 

  「函館市元気いっぱい商店街等支援交付金を活用して、平成２７年度以前までは毎年、南茅

部地区の縄文まつり１回と残りの旧３町村地区を持ち回りで１回開催し年２回開催としてい

たが、平成２８年度からは規模を大きくして旧４町村地区を持ち回りで年１回開催とした。」 

―その他意見もなく、評価については、Ｃで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅰ－６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること」について、評価

http://search.yahoo.co.jp/r/FOR=r.pHm8pV3igF8oun4gq_cwnS_CsaR2f485s0rPklaqcD1ut_YAnxaio0ioKU.ifbQjMzDy0SBzR992j3sWDWLOsM3Sas.pH5cnzNKIdn61KShEmUDt3v_nqyGOVZkoDUIgaUpKAUnE7Tonq_bE2JgpP4nJiDG8yUsNegGtrBvSzsFwfABVVXhvoKk4uEWcLrgAiI6hkTmLvCg64M.MpWr3aMXNvbnFPd3PtkqcdaKLHPtpB_/_ylt=A2Ri0Iw9QDdb_2IA7AuDTwx.;_ylu=X3oDMTBtNHJhZXRnBHBvcwMxBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGU-/SIG=12dcfl66j/EXP=1530448381/**https%3A/www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014021300320/


のポイントと平成２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＢとしたが、外部

有識者による評価及び意見を求めた。 

―共同チラシについては、せっかく作ったのだから新聞折り込みだけではなく、レンタカーや

レンタルバイク、レンタルサイクルなどの会社なんかでも食事処の情報が欲しいはずなので、

そういったところを利用して効果を上がてみてはどうか 

「今後実施する際はそうさせていただきたい。」 

―その他意見もなく、評価については、Ｂで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組」について、評価のポイントと平成２

９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＣとしたが、外部有識者による評価及

び意見を求めた。 

―フォトコンテストの作品はホームページで公表しないのか、公表する場合は撮影ポイント等

も掲載できないものか、また、今後ＳＮＳやインスタグラムなんかも活用して情報発信でき

ないものか 

 「入選作品は当会ホームページで公表しているが、撮影ポイントまでは載せていない。今後

ＳＮＳ等も含めて検討していきたい。また、作品の一部は観光ポスターに活用して地域の魅

力発信に努めていく予定である。」 

―観光ポスターを作成する際に施設情報等のＱＲコードを入れて紹介してあげてはどうか。 

 「時間的、技術的な問題があるため今後に活かしたい」 

―自己評価をＣとしているが、ボリューム的な面を加味してＢでもいいのではないか。 

「出席者全員に確認したところ、全員異議がなかったことからＢに変更した。」 

 

つづいて事務局は、「Ⅲ－１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関す

ること」について、評価のポイントと平成２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己

評価をＢとしたが、外部有識者による評価及び意見を求めた。 

―評価については、Ｃで全員異議なく承認された。 

 

つづいて事務局は、「Ⅲ－２．経営指導員等の資質向上等に関すること」について、評価のポイ

ントと平成２９年度の実績を資料により説明、実績をもとに自己評価をＡとしたが、外部有識者

による評価及び意見を求めた。 

 ―評価については、Ａで全員異議なく承認された。 

 

第２号議案 平成３０年度経営発達支援事業の実施について 

事務局は、平成３０年度における９事業すべての数値目標を一通り説明した。そのうち、「５．需

要動向調査に関すること」のなかの「観光客向けアンケート調査７２０件」と、「６．新たな需要

の開拓に寄与する事業に関すること」のなかの「プレミアム商品券（建設券）事業１回」につい

ては、予算の都合上、実施困難である旨を説明し、外部有識者の承認を得た。 

その他、外部有識者による評価及び意見を求めた。 

 



 ―観光客入込み数とか新規雇用創出などで具体的数値目標があれば教えてほしい 

  「経営発達支援計画においての目標はあるが、交流人口の増加を図るなど大まかに捉えてお

り、定量的な成果目標は出していない。観光客入込み数においては、商工会単独だけでの地

域活性化は難しいため、この経営発達支援事業の機会を活かして地域の関係団体等との情報

交換をしながら一緒に取り組んでいくことで、結果的に交流人口等の目標を持っていければ

いいと考えている。」 

 ―ご当地グルメの開発で６００万円を見込んでいるが、具体的にどういうようなことをやろう

としているのか教えてほしい。 

  「この事業はどうしても飲食店のやる気が大事になってくることから、事前に各店を回り意

向を確認したところ１６店舗が興味を示したため申請に至った。しかしながら、開発の難し

さや厳しさを理解していない店舗も多くあるので、７月３日にご当地グルメ講演会を開催し

講演後に最終的な意向確認をした上で、じゃらんとの契約をしたいと考えている。仮にじゃ

らんと契約した場合は、定期的な開発指導の他、北海道じゃらんへの掲載、パンフレットや

ポスター、ホームページ作成を見込んでいる。」 

―３０年度の数値目標がほとんど前年度並みになっているが、目標に達していない事業もある

にもかかわらず、目標を増やしている事業もあるが大丈夫なのか。 

  「地域内の他団体とも連携して目標達成に向けて頑張っていきたい。」 

 

その他、全体を通して意見等を諮ったところ特に意見等もなく終了した。 

 

以上で、全案件の審議を終了したので、円滑な運営に対し謝意を述べ事務局は閉会を宣した。 

時に１１時４０分であった。 

平成３０年６月２９日 



 

 

 

 

経営発達支援事業評価委員会 

 

 
開催日時：平成３０年６月２９日（金）午前１０時００分 

開催場所：函館東商工会 本所会議室 
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経営発達支援事業評価委員会 次第 

 

 

１．開   会 

２．会 長 挨 拶 

３．議   事 

第１号議案 平成２９年度経営発達支援事業の実施報告 

及び事業評価と見直しについて 

 

      第２号議案 平成３０年度経営発達支援事業の実施について 

４．そ の 他 

５．閉   会 
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第１号議案 

 

平成２９年度経営発達支援事業の実施報告 

及び、事業評価と見直しについて 
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Ⅰ．経営発達支援事業の内容 
 

１．地域の経済動向調査に関すること【指針③】 

【総括】 

これまで、統計資料や白書等で収集した情報は、内部資料として活用するに留まってい

たが、２９年度では、これらの情報に加え、交流人口の動向や地域資源の実態を意識した

情報収集をすることが出来たとともに、これらの情報を抜粋加工し巡回訪問時に小規模事

業者へ提供することも出来た。 

また、専門家の指導の下、各社の景況感や経営課題等に関する調査や分析を実施し、ホ

ームページにて情報提供をしたことで、小規模事業者に新たな気づきや刺激を与えられた

とともに、職員においても調査スキル向上につながった。 

以上の収集した情報を経営分析や戦略立案等で活用していただき、補助金や融資の申請

につながったため、一定の効果が得られた。 

自己評価 評価委員会評価 

Ｂ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 

 

（１）各種統計等による情報収集 

年次経済財政報告（経済財政白書）、函館市観光動向調査を収集し、巡回訪問等で情報提

供を行い、事業計画書作成時や補助金申請時などでの活用策を提案し、経営分析における

外部環境の把握に活用いただいた。 

目標値 実績値 

２回 ２回 

 

（２）二次交通調査（函館市・交通機関） 

北海道新幹線開業戦略推進会議が実施した北海道新幹線開業後の二次交通動態調査をも

とに、二次交通利用意向や外国人旅行者の旅行動向等のデータを抜粋し、巡回訪問時に情

報提供した。 

目標値 実績値 

２回 １回 

 

（３）交流人口調査（ホテル･道の駅･飲食店） 

函館市の公共施設カルテや指定管理者業務実績シートを活用し、ホテル･道の駅等の利用

実態から交流人口を推定し、人口が減少する中で利用者が増えている施設に着目し、その

施設からの誘客策等を提案した。 

目標値 実績値 

２回 １回 
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（４）漁業実態調査（函館市・各漁協） 

函館市水産課より当地域内の生鮮魚貝藻類の取扱い実績を収集し、観光資源に成りうる

魚種等について地域振興委員会で検討した。また、これらの情報を巡回等で飲食店を中心

に提供した。 

目標値 実績値 

１回 １回 

 

（５）地域内景況調査  ≪伴走型補助金≫ 

調査項目は、専門家の指導のもと作成し、回収したデータは同診断士の指導のもと分析

し当会ホームページにて情報提供を行った。 

講師 中小企業診断士 網野 征樹 氏 

上期／調査期間 ８月 ７日～８月３１日（回収 58／244 企業・23.7%） 

下期／調査期間１２月２８日～１月１９日（回収 60／242 企業・24.8%）  

※調査結果は別紙のとおり 

目標値 実績値 

２回 ２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．経営状況の分析に関すること【指針①】 

【総括】 

これまでの課題とされていた正確な現状分析に向けて、２９年度では専門家の指導の下

で、ヒアリングシートを作成した。項目は「企業概要」、「環境分析」、「今後の経営方針」、

「具体策の内容」の４項目で構成されており、聞き洩らし防止の他、隠れた課題や経営資

源等の掘り起しにも効果的なため、今後は現実的で実現可能性の高い事業計画の策定が期

待できる。なお、２９年度においては、シートの完成が遅れたため活用実績が少なかった

が、次年度以降は目標を上回るよう取り組みたい。 

また、「ネット de 記帳」の分析機能を活用し、業界平均値と各指標を比較した情報を提

供したことで、経営的な弱点や強みを発見することができた。 

自己評価 評価委員会評価 

Ｃ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 
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（１）ヒアリングシートによる経営状況の把握  ≪伴走型補助金≫  

事業者の本質的な課題や必要な支援を正確に聞き出すとともに、聞き洩らしを防ぐため、

ヒアリングシートを専門家の指導のもと作成し、その活用方法も職員研修で学んだ。  

講師 中小企業診断士 網野 征樹 氏 

  作成研修 １１月１１日（土） 

活用研修  ２月１０日（土） 

  

目標値 実績値 

５０件 １０件 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）経営分析 

商工会独自の会計ソフト「ネット de 記帳」の分析機能を使用して、記帳代行をしている

３２企業に対し経営計数分析表や損益分岐点図表、経営分析レーダーチャートなどを決算

時に提供し、全国の平均値との比較で自社の現状を把握していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 実績値 

３０件 ３２件 
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３．事業計画策定支援に関すること【指針②】 

【総括】 

事業を健全に成長させるためには、事業計画書の策定が欠かせないが、これまで当会で

は、事業計画書の概要や作成手順、気を付けるポイントなどを小規模事業者に細かく指導

してきておらず、そのため事業計画書を策定していないばかりか、事業計画の重要性を認

識していない事業主が多くを占めていた。２９年度では、セミナー２回と個別相談会を２

回開催したことで、参加者においては前述の問題が解消された。 

また、創業・第２創業には巡回訪問時に事業計画策定を支援し、事業承継に関しても当

会会員の意向が確認できたため、次年度以降は事業承継を予定している事業主の事業承継

計画書の策定を支援していきたい。 

自己評価 評価委員会評価 

Ｃ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 

 

（１）事業計画策定セミナー（個別相談会）  ≪伴走型補助金≫ 

セミナーでは専門家を招へいし、事業計画書の必要性、事業構想・戦略をカタチにする

ためのコツやテクニックなどを説明いただいた。また、セミナー翌日に個別相談会を開催

し、事業計画書策定を支援した。 

 

【セミナー】 

講師 中小企業診断士 網野 征樹 氏 

 本所 １月１０日（水）出席者４名 

支所 １月１２日（金）出席者５名 

  

 

 

  

 

 

 

 

【個別相談会】 

講師 中小企業診断士 網野 征樹 氏 

  本所 １月１１日（木）相談者１名 

支所 １月１３日（土）相談者２名 

目標値 実績値 

２回 ４回 
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（２）事業計画策定 

 事業計画策定に向けたセミナーや個別相談会に参加された事業者や、融資や補助金の申

請を申込みされた事業者に対し、事業計画書の重要性を説明し、巡回訪問にて事業計画策

定を支援した。 

目標値 実績値 

３０件 ６件 

 

（３）創業・第２創業支援 

昆布漁師の強みを生かし新たに昆布製品の製造販売を始めた事業者と、建設業及び漁業

の先細りを懸念して新たにトラックパーツの販売を始めた事業者の計画書策定を支援した。 

創業後の５年間は会社を成長させる重要な時期なので、重点的に支援していきたい。 

 

目標値 実績値 

２件 ２件 

 

（４）事業承継支援 

当会会員４８企業より事業承継診断書を収集し意向を確認した。診断書のなかで、事業

承継の意向はあるが相談する専門家がいない事業者に対しては、専門家を派遣し事業承継

計画書を策定することで円滑な事業承継を進めていきたい。また、決算指導時においても

専従者給与の支払状況にて後継者候補の有無を確認し、対象事業者には計画書策定をアプ

ローチしていきたい。 

 

目標値 実績値 

２件 ０件 
実態把握 

４７件 
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４．事業計画策定後の実施支援に関すること【指針②】 

【総括】 

２９年度では、年度内に事業計画（事業承継計画）を策定した小規模事業者を中心に巡

回訪問し、補助金や融資等での支援や、遂行状況の確認や軌道修正を行い、フォローアッ

プを行った。また、３１年１０月の消費税制改正に向けて、価格転嫁対策や軽減税率対策

のセミナーを開催し、事業計画の円滑な遂行を支援した。 

２９年度では、アンケート等で、事業計画や事業承継計画の策定状況が把握できたため、

次年度以降は、当会で支援した以外の事業計画（事業承継計画）においても、着実な遂行

に向けて支援していきたい。 

自己評価 評価委員会評価 

Ｃ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 

 

 

（１）巡回による支援 

今年度は６事業所の事業計画書を策定し、 

１事業所につき４回巡回訪問しフォローアッ 

プを行った。 

その際に金融支援をはじめ、看板やチラシ 

作成のための持続化補助金の申請を指導する 

等して計画遂行を支援した。 

 

 また、平成３１年１０月の消費税率の改正 

に向けて、増税分を適正に価格転嫁し円滑に 

事業計画が遂行できるよう、消費税軽減税率 

対応等専門家支援事業を活用して、講習会、 

個別相談会を開催した。 

  講師 税理士法人西谷会計事務所 

       税理士 高野 恭彰 氏 

１２月１２日（火） 

出席者 講習会６名・相談会３名 

目標値 実績値 

１２０回 

２４回 

うち、持続化補助金１件 

マル経融資 ３件 

セミナー１回 
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（２）創業・第２創業支援 

創業後３年未満の２企業を年４回ずつ巡回訪問し支援した。事業計画遂行にあたり、必

要となる許認可の取得や正確な財務分析が行えるよう記帳指導、また、共同広告やイベン

トへの参加を促し自店や商品ＰＲを支援した。 

目標値 実績値 

１６回 ８回 

（３）事業承継支援 

 巡回訪問時に事業承継の意向がある事業者に事業承継補助金制度を紹介したり、北海道

商工会連合会が作成した事業承継パンフレットを配布し、商工会が事業承継の相談窓口で

あることを広く周知し、円滑な事業承継に向けて支援を行った。 

 

 

 

 

 

目標値 実績値 

２件 ０件 
制度周知 

１回 

 

 

 

 

 

５．需要動向調査に関すること【指針③】 

【総括】 

 これまでは、メディアが発信する情報や、上部団体が発行する機関誌の情報でしか需要

動向を把握しておらず、収集した情報も小規模事業者へ発信することや職員間で共有する

こともなかった。そのため、２９年度では、業種別の先進的取り組みを積極的に収集し、

巡回訪問時に関連記事を紹介し、新たな気づきや刺激を与えた。また、人口減等で経済規

模が縮小に向かう中、地域の発展のためには、観光を中心とした交流人口に頼らざるを得

ないことから、地域資源の利活用状況や、土産品のトレンド、イベントの在り方、地域資

源を活用した新商品のモニタリング、インバウンドの動向等を調査し、巡回訪問等で情報

提供した。今後は、収集したデータを加工して当会ＨＰ等でも提供していきたい。 

 

自己評価 評価委員会評価 

Ｃ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 
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（１）先進事例の情報提供 

以前から経営革新を志していた小規模事業者に対し、上部団体が発行する機関誌である

月刊商工会（全国連）や北の瓦版（道連）の中から、先進的な関連記事をピックアップし、

巡回訪問時に提供し新たな気づきを与えた。 

目標値 実績値 

４回 ６回 

 

 

 

 

 

 

 

（２）観光地での定点調査 

 地域内の道の駅２ヶ所と温泉ホテル２ヶ所、温泉施設１ヶ所の売店、及び当会の函館空

港ビル内の当会アンテナショップを巡り、地域資源を活用した商品や販売状況等の調査を

行った。また、その中から地域性の強い商品を当会イベントの抽選会景品で使用したこと

で、イベント終了後も問合せがあり反響があった。今後も地域資源に成り得る食材の掘り

起しや商品開発、ブラッシュアップを支援していきたい。 

目標値 実績値 

アンケート

３ ０ ０ 件 

アンケート

０件 

視察調査 

５ヶ所 

 

（３）地域土産品の動向調査 

 「じゃらん」、「ＴｒａｖｅｌＮｏｔｅ」などの旅行サイトが実施している土産品ランキ

ングから、今のトレンドを解析し巡回訪問時に情報提供した。今後は当会のアンテナショ

ップがある函館空港や近隣の大型イベント会場でアンケート調査を実施し、より身近な土

産品や来函観光客の動向について情報提供していきたい。 

 

目標値 実績値 

アンケート 

５０件 

アンケート 

０件 

トレンド調査 

２回 

 

（４）イベントによる経済効果調査 

 当会主催のイベントに出店した小規模事業者からヒアリングにより効果等を確認した。

また、出店しなかった事業者に対しては何故出店しないのか理由等をヒアリングした。 

出店者からは売上は当初から期待しておらず、広告宣伝や地域貢献が目的との回答が多か

った。また、出店しない理由については利益が見込めないからが大きな理由であったこと

から、今後は各店の増収増益につながるよう内容を見直していきたい。 
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目標値 実績値 

当会イベント 

１回 

地域イベント 

３回 

当会イベント 

１回 

地域イベント 

０回 

 

（５）モニター調査 

 当会主催のイベントに出品があった新商品をスタッフ等の関係者に試食してもらい、味

や値段、パッケージ等について評価いただいた。評価結果は、イベント後出店者に伝え、

今後の改良や新商品の開発に活用していただいた。 

今後は、各店から申し込みがあれば新商品を主婦であり母親であり、時に消費者と事業

者の両方の顔を持つ商工会女性部員にモニターとなっていただき、商品を評価していただ

くことで、新商品等のブラッシュアップを図っていきたい。 

目標値 実績値 

１回 １回 

 

（６）来函外国人観光目的調査 

函館市観光部観光企画課等が実施した平成２８年度函館市観光動向調査により来函外国

人の観光目的等の実態を把握した。函館の観光情報を旅行雑誌やガイドブックに次いで、

インターネット、旅行代理店の順で入手していることが分かったことから、積極的にこれ

らを活用してアプローチしていきたい。 

目標値 実績値 

０回 １回 

 
 

６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること【指針④】 

【総括】 

地域の人口減少が急速に進み、市場が縮小していく中、小規模事業者の持続的な発展に

は、販路開拓支援は必要不可欠であり急務である。 

そのため２９年度では、地方こそ販路開拓を進める上でＩＴの利活用が欠かせないこと

から、ネットショップやホームページ開設に向けたセミナー・個別指導の実施、ＩＴ経営

なんでも相談室を開設した。その他には、函館市内全域の北海道新聞購読者約６万３千世

帯に、小規模事業者の主力商品や新商品を載せた共同チラシを折り込みしたり、商談会・

物産展等の情報提供を行うなどして、小規模事業者の販路開拓に向けた支援に注力してき

た。次年度以降も２９年度の反省と課題を活かして引き続き重点的に取り組んでいきたい。 
 

自己評価 評価委員会評価 

Ｂ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 
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（１）ネットショップ活用による需要開拓 

ＩＴコーディネータによるＩＴセミナーでは、電子商取引に関する市場調査結果やネッ

トショップの形式等、失敗するケース等を説明いただいた。また、巡回訪問時や施策普及

パンフレットにて、当会会員が無料で活用出来る商工会ホームページ作成支援ツール「Ｓ

ＨＩＦＴ」を紹介し、買い物カゴ機能や、宿泊予約機能の利用を促し、オンラインショッ

プの普及に努めた。 

 

 

目標値 実績値 

ショップ開設 

２件 

ショップ開設 

０件 

セミナー 

２回 

パンフ作成 

１冊 

 

 

 

 

 

 

（２）ホームページ開設による需要開拓  ≪伴走型補助金≫ 

ＨＰ作成セミナーを２回、ＩＴコーディネータを１２回派遣し、無料のクラウドサービ

スを活用して４企業がＨＰを開設した。また、商工会のＨＰ作成支援システムＳＨＩＦＴ

を活用して１企業のＨＰ開設を支援した。 

 

ア．セミナー   

講師 ＩＴコーディネータ 市村 淳一 氏 
 

本所 １０月２７日（金）出席者１０名 

支所 １０月３０日（月）出席者 ４名 
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イ．専門家派遣 

講師 ＩＴコーディネータ 市村 淳一 氏 
   

支援先Ａ（南茅部地区・小売業） 

①１１月１３日（月） 

②１１月３０日（木） 

③１２月１４日（木） 

 

 

 

支援先Ｂ（南茅部地区・飲食業） 

   ①１１月１４日（火） 

 ②１１月２９日（水） 

 ③１２月１３日（水） 

 

 

 

支援先Ｃ（恵山地区・サービス業） 

   ①１１月１６日（木） 

   ②１２月 １日（金）   

③１２月２１日（木） 

 

 

 

支援先Ｄ（恵山地区・飲食業） 

   ①１２月１８日（月） 

 ② １月１８日（木） 

 ③ ２月 １日（木） 

 

 

 

 

 

ウ．ＳＨＩＦＴを活用したＨＰ作成支援  

 

 

 

目標値 実績値 

ＨＰ作成 

５件 

 

 

ＨＰ作成 

５件 

セミナー 

２回 
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（３）ＳＮＳを活用した需要開拓  ≪伴走型補助金≫ 

ＩＴコーディネータによるＩＴ経営なんでも相談室を本所、支所、各３回ずつ開催した。

フェイスブックに係る相談をはじめ、経営ソフトの導入やネット環境整備などの問題が改

善された。 

講師 ＩＴコーディネータ 市村 淳一 氏 
 

ア．本所   

①１月２３日（火）１名 

②１月３０日（火）１名 

③２月１３日（火）１名 

イ．支所 

①１月２４日（水）１名 

②２月 ７日（水）１名 

③２月１４日（水）１名 

 

目標値 実績値 

３件 ６件 

 

（４）イベント出店事業 

 自社の商品ＰＲと売上増進を図るため、巡回訪問時に「はこだてグルメサーカス」や「は

こだてＦＯＯＤフェスタ」の情報提供をして出店を促した。参加費用の面やスタッフ不足

により出店を断念する事業者が多かった。そのため、今後は伴走型補助金の活用等により

出店しやすい環境を創り出す必要があると感じた。 

 

目標値 実績値 

１０件 ６件 

 

（５）共同広告事業  ≪伴走型補助金≫ 

 函館市内全域の北海道新聞購読者約６万３千世帯に、小規模事業者１４企業の主力商品

や新商品を載せた共同チラシを１２月８日に折り込みし販路拡大を図った。 

１４企業からのアンケートの結果、１２月期の売上では、前年対比で５企業が増加し、

うち４企業が５％以上増加した。 

また、１月期の売上では、７企業が前年対比で増加し、うち７企業が５％以上の増とい

う結果であった。 
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目標値 実績値 

３回 

１０件 

１回 

１４件 

 

（６）移動販売等による取組み事業 

地域で移動販売や御用聞き販売に取組んでいる小規模事業者４社に対して持続的発展に

向けて、車両メンテナンス等に係る資金需要や困りごと等を確認した。 

目標値 実績値 

３件 ４件 

 

（７）移住者や高齢者等支援による取組み事業 

 移住者や高齢者、買い物弱者などが衣食住に関する困りごとに対応できる体制を構築す

るため、先ずは当会職員が各社の提供する商品やサービス、営業日や営業時間等の実態を

把握する必要があることから、２９年度では情報収集のための調査票を職員間で協議し作

成した。次年度以降は巡回訪問時に、この調査票を使って情報収集をはじめ、商品・店舗

等の写真撮影をし、順次、スマホ対応の「ＳＨＩＦＴ」で各社のホームページを作成し、

カテゴリー別に公開していくこととする。将来的には、全企業のＨＰ作成を目指し、消費

者の利便性、事業者の受注機会の増進に寄与していきたい。 

 

目標値 実績値 

５件 ０件 

調査票作成 

１回 

ＨＰ作成 

５件 

 

（８）介護リフォームによる取組み事業 

 超高齢化社会を迎え、増え続ける在宅介護者をターゲットとして無視できない存在にな

ってきたことから、２９年度では職員間で協議し介護需要に関する調査票を作成した。 

 次年度以降は、社会福祉協議会のヘルパーさん等に調査票記入への協力を求めていき、

収集した情報を分析し、小規模事業者へ提供し受注拡大を支援していく。 

 主な調査項目については、介護リフォームの需要状況、訪問介護における対象外サービ

スの需要状況（犬の散歩など）、また、地域内にこういう商品やサービスがあれば介護が楽

になる等といったＡ４用紙１枚の調査票となっている。 

目標値 実績値 

講習会 

１回 

情報提供 

１回 

成約件数 

１件 

講習会 

０回 

情報提供 

０回 

成約件数 

０件 

調査票作成 

１回 
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（９）アンテナショップ新規出店支援 

 当会のアンテナショップがある函館空港ビルデング㈱を訪問し、消費者ニーズや新規出

品の可能性等を探った。また、そこで得られた情報は巡回訪問を通し小規模事業者に提供

した。視察や空港職員へのヒアリングの結果、まだ若干の出品スペースが確認できたので、

多くの事業者が参加できるよう支援していきたい。 

 また、従前から出品している７事業所の継続支援を行い、地域特産品等のさらなる販路

拡大や地域ＰＲを図った。 

目標値 実績値 

新規出店 

２件 

新規出店 

０件 

既存支援 

７件

ヒアリング調査 

２回 

 

（１０）道の駅新規出品支援 

 地域にある２つの道の駅と２つのホテルの特産品売店の商品構成を見て回り、どの食材

やどの商品分類が多く占められているのか、また、ＰＯＰ広告ではどのような説明書きが

されているのか、商品陳列ではどのような商品が目立つところに配置されているのかなど

を調査し、新規出品を提案する際に受け入れられやすい商品の在り方について探り、巡回

訪問を通し小規模事業者に情報提供した。 

目標値 実績値 

新規出店 

２件 

新規出店 

０件 

視察調査 

２回 

 

（１１）商談会・情報交換会を活用した取組み 

 巡回訪問時に道商工連主催の「北の味覚、再発見！！」等の商談会や、「北のアメ横さっ

ぽろ」等の物産展の開催情報を製造業や飲食業を中心に提供した。自社商品に自信がない

といった声や、どうせ商談が成立しないだろうとのあきらめの声、商品展示・演出方法が

わからない、店を空けられないなどの声があり参加を断念するケースが多かった。 

 商談が成立しなくてもバイヤーから商品への改善指導をいただくことで、商品のブラッ

シュアップが図られることから、引き続き参加を促していきたい。また、職員が予め視察

し商談会の雰囲気を情報提供することで参加しやすい環境を創り出すことも必要と感じた。 

また、東京商工リサーチや帝国データバンクを活用し、健全な取引ができるよう新規や

継続中の相手先企業の与信調査を支援した。 

目標値 実績値 

参加者数

５件 

成約件数

１件 

参加者数

０件 

成約件数

０件 

情報提供 

１２件 

与信調査 

１０件 
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Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

【総括】 

地域に根差して事業活動を行う小規模企業の活力向上には、個々の事業者の支援のみで

なく、地域全体が面的に活性化することが必要であることから、２９年度では、イベント

においては３漁協や地元漁師と連携して近海の海産物を直売や海鮮汁等で提供し賑わいを

創出したり、初の試みとなるフォトコンテストでは、地域のビューポイント等新たな観光

資源の掘り起しが出来たとともに、作品展を通じ撮影ポイントへの周遊効果にもつながっ

た。また、「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産に登録されることで、大きな経済効

果がもたらされることが期待されるため、イベントを通じ関係団体との連携や、認識を深

められたので、今後も縄文文化が観光資源に成り得るよう知識の習得に励んでいきたい。 

さらに、観光客のリピーターを増やすためには、接客力の向上が欠かせないことから、

ホテルの接客セミナーを実施した。 

自己評価 評価委員会評価 

Ｃ  

  
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 

 

 

（１）経済効果の高いイベントの開催 

函館市元気いっぱい商店街等支援交付金を活用してホテル恵風駐車場でイベントを開催

した。（９／２４）当初の計画では年２回実施する予定であったが規模を大きくし１回にし

たことで来場者が増え効果が高まった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 実績値 

２回 １回 

 

 



－18－ 

 

（２）地域資源活用に係る関係団体との情報交換 

当会主催のイベントに、地域内の３漁協や地元漁師と連携して、時期的に供給可能な魚

種や、販売方法や演出方法、安価で提供できる仕組みづくり等を協議した。 

 

目標値 実績値 

４回 ６回 

 

（３）縄文文化利活用に係る関係団体との情報交換 

南かやべ縄文まつり実行委員会が主催する縄文まつりの準備等に参加し、縄文文化の普

及・啓発のあり方について意見交換や、熱意等を確認した。 

 

目標値 実績値 

２回 １回 

 

（４）小規模事業者の意識改革と資質向上に向けた取り組み 

 消費税軽減税率対応等専門家支援事業を活用して地域内のホテルに専門家を派遣し、接

客スキルの見直しと接客レベル向上を図った。（１２／２０～１２／２１） 

 

講師 ㈲オフィス・Ｋ  藤本 恭子 氏 

 

目標値 実績値 

講習会 

２回 

大学校派遣 

１名 

講習会 

１回 

大学校派遣 

０名 
 

 

（５）地域資源を活用した地域ブランドの開発 

 当会主催のフォトコンテストを開催し、ビューポイント等新たな観光資源の掘り起しを

実施した。２８名から１１７点の出品をいただき、７月２１日開催の審査会で春夏秋冬ご

とに最優秀賞１点と優秀賞２点を選出した。また、入選作品は地域内のホテルや函館市役

所等で展示し地域をＰＲした。 

 

春 最優秀賞 夏 最優秀賞 秋 最優秀賞 冬 最優秀賞 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

早春の天の川 ビックウエーブ 晩秋の流れ 朝光に照らされて 
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【作品展示】 

ホテル函館ひろめ荘  ８月２５日（金）～９月８日（金）の１５日間 

ホテル恵風      ９月１１日（月）～９月２５日（月）の１５日間 

函館市役所市民ホール １０月１０日（火）～１０月１３日（金）の４日間 

 

目標値 実績値 

情報収集 

２回 

委員会 

２回 

情報収集 

０回 

委員会 

０回 

（フォトコンテスト） 

作品募集
１年 

審査会 

１回 

作品展示 

３回 

 

（６）観光に係る地域ＰＲへの取組み 

 観光体験は実施できなかった。土産品開発においては需要動向調査から得た情報等を巡

回時に提供し、小規模事業者３社が土産品等開発やその後の商品ＰＲ等に役立てた。 

目標値 実績値 

観光体験 

１回 

土産品開発 

１回 

観光体験 

０回 

土産品開発 

３回 

 

 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 
 

１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

【総括】 

２９年度も日本政策金融公庫や、道南うみ街信用金庫、渡島信用金庫の融資担当職員と

の定期的な情報交換等を通じ、円滑な業務遂行にあたることができた。また、日本政策金

融公庫主催によるマル経協議会では、渡島・檜山管内の経営指導員と支援ノウハウ等を情

報交換したことで支援力が向上した。さらに、自治体をはじめ、漁協や地元漁師や、管内

商工会との連携により地域イベントを成功させることが出来た他、中小企業診断士や税理

士、ＩＴコーディネーター等を年３４回、小規模事業者の下に派遣したり、当会の職員研

修で活用し、課題解決や支援力向上につなげられた。 

 

自己評価 評価委員会評価 

Ｂ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 
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（１）マル経協議会による情報交換 

春と秋の年２回、日本政策金融公庫主催により開催されるマル経協議会で、渡島・檜山管

内の商工会並びに商工会議所の経営指導員によって、地域情勢や各商工会の経営支援の取

り組み等についての情報交換を行った。 

目標値 実績値 

２回 ２回 

 

 

（２）近隣４商工会との情報交換会 

新函館北斗駅から大沼、鹿部、当地域の観光地を巡るルート策定を沿線の４商工会と協

議する予定であったが、折り合いがつかず頓挫した。しかし、渡島管内の５商工会と連携

し、イベントの賑わい創出に向けた取組みについて助言を受けたとともに、当会主催のイ

ベントでは各地域の特産品を販売していただき、特産品の販売やＰＲ等の手法が学べた。

また、来場者数の増加にも大きく貢献した。 

 

目標値 実績値 

観光ルート 

４回 

観光ルート 

（中止） 

物産展 

１回 

 

 

（３）金融懇談会 

金融懇談会については、日程上の都合で実施できなかったが、日常の業務の中で、日本

政策金融公庫や、道南うみ街信用金庫、渡島信用金庫の融資担当職員とは、融資斡旋等の

際に地域情勢や支援ノウハウ等を情報交換しており、これが円滑な業務遂行に結びついて

おり、今後も継続していきたい。 

また、当会の経営発達支援計画についても理解いただいており、今後も連携を深めなが

ら、金融・情報の両面から地域の小規模事業者を支援していきたい。 

 

目標値 実績値 

金融懇談会 

１回 

金融懇談会 

０回 

情報交換 

２１回 
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２．経営指導員等の資質向上等に関すること 

【総括】 

例年通り北海道商工会連合会・中小機構が主催する研修への参加に加え、全国商工会連

合会が実施するｅラーニングによる研修を日々受講したことで、小規模事業者の高度化・

多様化するニーズに対応できる力を身に付けることが出来た。また、今後ＳＮＳに関する

相談が増えることを想定し、ＩＴコーディネータを招いての職員研修を実施し支援体制を

整えた他、ＯＪＴによる後進の育成では、指導者側においては指導力の向上、受講側では

技術の習得につながった。今後も職員間でサポートし合い支援体制の向上を図っていきた

い。 

 

自己評価 評価委員会評価 

Ａ  

 
評価Ａ：目標以上の実績、評価Ｂ：概ね目標に近い実績、 

評価Ｃ：概ね目標の半分程度の実績、評価Ｄ：ほぼ実績なし 

 

 

（１）研修会参加 

以下の役職別の研修に参加し、最新の道や国の施策や、小規模事業者支援に関する知識

を習得したことで、小規模事業者からの相談への対応の幅が広がった。 

 

（事務局長） 

①全道商工会事務局長研修会 ６月１３日 

②道南ブロック事務局長研修会  １０月２７日 

③渡島管内商工会職員協議会第１分科会研修会  １２月２５日 

 

（経営指導員） 

①全道商工会経営指導員研修会 ２名 ６月１日 

②伴走型小規模事業者支援推進事業担当者会議 ２名 ６月８日 

③消費税軽減税率対策窓口相談等事業に係る経営指導員研修会  ２名 ７月２６日 

④函館地区青色申告会指導員研修会 ２名 １０月１６日 

⑤中小企業支援担当者等研修会（経営改善支援の進め方） １名 １０月２３～２５日  

⑥むらおこし事業（経営発達支援事業関連） ２名 １１月１０日 

⑦中小企業支援担当者等研修会（キャッシュフローと利益・資金計画策定支援）  １名 １１月２８～３０日  

⑧指導員税務研修会 ２名 １月２２日 

⑨消費税軽減税率対策窓口相談等事業に係る経営指導員研修会  １名 １月３１日 

 

（補助員） 

①地域ブランディング研修 ７月２７日 

②経営指導員向け小規模事業者支援研修 ８月１～３日 
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③中小企業支援者研修会 ８月３１日 

④消費税軽減税率対策窓口相談等事業に係る道南ブロック補助員研修会  ９月１４～１５日 

⑤全道商工会補助員等研修会（所得税・消費税の実務） １１月６～７日  

 

（記帳専任職員） 

①共済事業事務担当者会議 ５月２６日 

 

目標値 実績値 

局長 

２回 

指導員 

４回 

補助員 

１回 

記帳専任 

１回 

局長 

３回 

指導員 

１５回 

補助員 

５回 

記帳専任 

１回 

 

（２）ＩＴ研修会開催  ≪伴走型補助金≫ 

専門家を招き、職員向けのフェイスブック使いこなしセミナーを実施した。 

講師 ＩＴコーディネータ 市村 淳一 氏 

１２月７日（木）～８日（金） 

また、日頃から業務の効率化につながるソフト等を紹介しあったり操作方法を教え合っ

た。さらに、パワーポイントやプロジェクターを購入し活用したことでプレゼンテーショ

ン能力が向上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 実績値 

１２回 １２回 
講習会 

１回 
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（３）ＷＥＢ研修受講 

経営指導員が経営指導をしていく上で必要となる学習・研修をＷｅｂ上で行っているオン

ライン研修を、経営指導員以外の補助員、記帳専任職員にも受講させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値 実績値 

４名 ４名 

（４）ＯＪＴ 

 当計画をはじめ、総会やイベント、組織体制のあり方などのミーティングを毎月実施し

た。また、研修で学んだことの情報提供や支援で悩んでいることなどを話し合い解決を図

った。さらに、専門家派遣には職員を帯同させ手法を学ばせた。 

 

目標値 実績値 

ミーティング 

１２回 

研修報告 

８回 

事例報告 

２回 

専門家帯同 

３回 

ミーティング 

１２回 

研修報告 

８回 

事例報告 

２回 

専門家帯同 

１２回 
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第２号議案 

 

平成３０年度経営発達支援事業の実施について 
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Ⅰ．経営発達支援事業の内容 
 

１．地域の経済動向調査に関すること【指針③】 

 H29 H30 H31 H32 H33 

各種統計等による情報収集 2回 2回 2回 2回 2回 

二次交通調査（函館市・交通機関） 2回 2回 2回 2回 2回 

交流人口調査（ホテル･道の駅･飲食店） 2回 2回 2回 2回 2回 

漁業実態調査（函館市・各漁協） 1回 1回 1回 1回 1回 

地域内景況調査（小規模事業者５業種各 10件） 2回 2回 2回 2回 2回 

上記調査を分析した情報の提供回数 

（商工会ＨＰで公表） 
3回 3回 3回 3回 3回 

 

２．経営状況の分析に関すること【指針①】 

 H29 H30 H31 H32 H33 

ヒアリングシートによる経営状況の把握 50件 50件 50件 50件 50件 

経営分析 30件 30件 30件 30件 30件 

 

３．事業計画策定支援に関すること【指針②】 

 H29 H30 H31 H32 H33 

セミナー開催件数 2回 2回 2回 2回 2回 

事業計画書策定件数 30件 30件 30件 30件 30件 

創業・第２創業支援件数 2件 2件 2件 2件 2件 

事業承継支援件数 2件 2件 2件 2件 2件 
 

●事業計画（事業承継計画）策定に係る個別指導（予算５３万円） 

・中小企業診断士による個別指導を１０企業予定 

  

●６次産業化・農商工連携入門セミナー（予算１４万円） 

    ・６次産業化・農商工連携とは（中小企業診断士） 

    ・６次産業に取り組む地元漁師による事例発表（地元漁師） 

    ・事業計画の必要性と支援ツール（補助金・融資等）の紹介（中小企業診断士） 

 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること【指針②】 

 H29 H30 H31 H32 H33 

巡回による支援（事業計画書策定件数×年４回） 120回 120回 120回 120回 120回 

創業・第２創業支援件数 16回 24回 24回 24回 24回 

事業承継支援件数 2件 2回 2回 2回 2回 
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５．需要動向調査に関すること【指針③】 

 H29 H30 H31 H32 H33 

先進事例の情報提供  

4回 

 

4回 

 

4回 

 

4回 

 

4回 

観光客向けアンケート調査 
 

 

720件 
 

 

720件 
 

観光地での定点調査 

（既存商品のアンケート） 

（新メニューのアンケート） 

 

300件 

300件 

 

 

300件 

300件 

 

 

300件 

300件 

地域土産品の動向調査 

（函館空港アンケート） 

（市内イベントアンケート） 

 

50件 

50件 

 

 

 

50件 

50件 

 

 

 

50件 

50件 

イベントによる経済効果調査 

（商工会まつり） 

（その他の 3開催イベント） 

 

1回 

3回 

 

1回 

 

 

1回 

3回 

 

1回 

 

 

1回 

3回 

モニター調査 1回 1回 1回 1回 1回 

高齢者･障害者世帯の実態調査  1回  1回  

来函外国人観光目的調査  1回  1回  

 

６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること【指針④】 

 H29 H30 H31 H32 H33 

ネットショップ活用による需要開拓 2件 2件 2件 2件 2件 

ホームページ開設による需要開拓 5件 5件 15件 15件 15件 

ＳＮＳを活用した需要開拓 3件 3件 3件 3件 3件 

イベント出店事業 10件 10件 10件 10件 10件 

共同広告事業                 （実施回数） 

   （事業者数） 

3回 

10件 

3回 

10件 

3回 

10件 

3回 

10件 

3回 

10件 

移動販売等による取組み事業   （事業所数） 

（新規参入事業所数） 

3件 

-  

3件 

- 

3件 

- 

3件 

1件 

3件 

1件 

移住者や高齢者等支援による取組み事業 5件 5件 5件 8件 10件 

プレミアム商品券（建設券）事業 - 1回 - 1回 - 

介護リフォームによる取組み事業 

（講習会開催回数） 

（介護情報提供回数） 

（成約件数） 

 

1回 

1回 

3件 

 

- 

1回 

3件 

 

- 

1回 

3件 

 

1回 

1回 

3件 

 

- 

1回 

3件 

アンテナショップ・道の駅を活用した取組み 

（アンテナショップ新規出店数） 

（道の駅新規取り引き事業者数） 

2件 

2件 

2件 

2件 

3件 

3件 

3件 

3件 

3件 

3件 

商談会・情報交換会を活用した取組み 

（商談会参加事業者数） 

（成約件数） 

 

5件 

1件 

 

5件 

1件 

 

7件 

2件 

 

7件 

2件 

 

10件 

3件 
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●地域資源を活用したメニュー開発による需要開拓支援（予算６００万円） 

・北海道じゃらんとの連携事業（新・ご当地グルメ） 

    ・プロデュース：ヒロ中田氏  

㈱リクルートライフスタイル 地域創造部 じゃらんリサーチセンター エグゼクティブプロデューサー 

 

●自社ＨＰ開設による需要開拓支援（予算２３万円） 

・ＩＴコーディネーターによる個別指導を２企業予定（１企業につき指導３回） 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

 

 H29 H30 H31 H32 H33 

経済効果の高いイベントの開催数 2回 2回 2回 2回 2回 

地域資源活用に係る関係団体との情報交換 4回 4回 4回 4回 4回 

縄文文化利活用に係る関係団体との情報交換 2回 2回 2回 2回 2回 

小規模事業者の意識改革と資質向上に向けた取り組み      

（講習会開催） 

（中小企業大学校派遣） 

 

2回 

1人 

 

2回 

1人 

 

2回 

1人 

 

2回 

1人 

 

2回 

1人 

地域資源を活用した地域ブランドの開発 

（アイデアの募集） 

（活用に向けた専門委員会開催数） 

 

2回 

2回 

 

2回 

2回 

 

2回 

2回 

 

2回 

2回 

 

2回 

2回 

観光に係る地域ＰＲへの取り組み 

（観光ルートマップの策定） 

（漁業体験（釣り等）の実施） 

（土産品の開発） 

 

 

1回 

1回 

 

1回 

1回 

1回 

 

 

1回 

1回 

 

1回 

1回 

1回 

 

 

1回 

1回 

 

 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 
 

１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

 H29 H30 H31 H32 H33 

マル経協議会による情報交換件数 2件 2件 2件 2件 2件 

近隣４商工会との情報交換会開催件数 4回 4回 4回 4回 4回 

金融懇談会開催件数 1回 1回 1回 1回 1回 
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２．経営指導員等の資質向上等に関すること 

 H29 H30 H31 H32 H33 

各種研修会参加回数（事務局長） 

（経営指導員） 

         （補助員） 

         （記帳専任職員） 

2回 

4回 

1回 

1回 

2回 

4回 

1回 

1回 

2回 

4回 

1回 

1回 

2回 

4回 

1回 

1回 

2回 

4回 

1回 

1回 

ＩＴ研修会開催件数 12回 12回 12回 12回 12回 

ＷＥＢ研修受講者数 4人 4人 4人 4人 4人 

ＯＪＴによる資質の向上及び情報共有 

（ミーティング開催件数） 

（研修会参加報告） 

（事例等報告） 

（職場内研修） 

 

12回 

8回 

2回 

3回 

 

12回 

8回 

2回 

3回 

 

12回 

8回 

2回 

3回 

 

12回 

8回 

2回 

3回 

 

12回 

8回 

2回 

3回 
 


